
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ワクワクあふれる義務教育学校 

ホームページ 
 http://school.shirakawa-go-org 

白川郷学園だより ８月号   令和６年７月１９日発行   ＜１＞ 

 

子どもを大切にするということ                              

校長 曽出 昌宏 

みなさんは、令和５年４月に施行された「子ども基本法」を知っていますか？子どもに関する様々

な施策を考える上で、守るべきことが記されたものです。この基本法の目的として、全ての子どもが

自立した個人としてひとしく健やかに成長すること、子ども一人ひとりの権利が擁護されるべきで

あることが記されています。子ども基本法の概要は以下の通りです。 

教育目標 

ひとりだち 
～自立･共生･貢献～ 

1  すべてのこどもは大切にされ、基本的な人権が守られ、差別されないこと。 

２  すべてのこどもは、大事に育てられ、生活が守られ、愛され、保護される権利が守られ、平等に

教育を受けられること。 

３  年齢や発達の程度により、自分に直接関係することに意見を言えたり、社会のさまざまな活動

に参加できたりすること。 

４  すべてのこどもは年齢や発達の程度に応じて、意見が尊重され、こどもの今とこれからにとって

最もよいことが優先して考えられること。 

5  子育ては家庭を基本としながら、そのサポートが十分に行われ、家庭で育つことが難しいこど

もも、家庭と同様の環境が確保されること。 

６  家庭や子育てに夢を持ち、喜びを感じられる社会をつくること。    （子ども家庭庁 HPより） 

その子の意見が尊重されるという権利を守るためにも、その子が自分で考え、行動していく力を

つけるためにも、大人が全て決めてしまうのではなく、子どもの意見に十分に耳を傾けた上で、それ

を支えていく必要があります。 

学園では、職員でも昨年議論になった、体育大会終盤の「選抜リレー」の在り方について、結ク

ラス（縦割り班）ごとに仲間と話し合って自分達で結論を出すようにしました。９年生が下学年のた

めに話し合う視点をわかりやすく説明することから始まって、活発な意見交流が行われました。そし

て、その意見をもとに、９年生が悩みに悩んで結論を出しました（結論は本号にて紹介）。授業や学

級活動でも、自分はどうしたいのかを伝え合う活動を通して、自分本位の主張ではなく、相手の気

持ちや立場を考えて意見を語る姿がどの子からも感じられるようになって嬉しく思っています。 

 

私たち大人に問われているのは、子どもは弱いものだから…と決めつけて、可愛さ余って、先回

りして大人の考えで結論を出してしまうのではなく、その子が「どう感じているのか」「どうしたいの

か」に十分に耳を傾けた上で、その子をどう支えることがその子の権利を守ることになるのかをじっ

くり考えて対応することだと思うのです。 

 

こども基本法の第１条にある、「次代の社会を担う全てのこどもが、生涯にわたる人格形成の基

礎を築き、自立した個人としてひとしく健やかに成長することができ、心身の状況、置かれている環

境等にかかわらず、その権利の擁護が図られ、将来にわたって幸福な生活を送ることができる社

会を実現する」ためにも、私達は、「その子をどう支えることがその子の権利を守ることになるのか」

について、今後も地域の方々や保護者の皆様と一緒に考えていきたいと思っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白川郷学園だより ８月号   令和６年７月１９日発行  ＜２＞ 

 人権教育公表会を１１月に控え、その中間発表会
として、結クラストークを行いました。テーマは体
育大会における選抜リレーについて、「Ａ案：各団男
女１名ずつ選出」か「Ｂ案：男女関係なく走力の高
い２名選出」かについてです。 
 「自分が選ばれることはないけど、選ばれる人の
気持ちを考えると…」「一人ひとりが主役になるには
…」「男女平等に考えると…」など、自分ではなく、
走る人や選ばれる人の気持ちを考えながら意見を交
わす姿が見られました。 
 そのあとは、９年生が学級に意見を持ち帰っての
学活を行いました。そこでも、一人でも多くの仲間
が納得できるような内容を得ようと、様々な人の立
場に立って議論を交わす姿が見られました。しかし
ながら、この時間だけでは結論を出すことができず、
後日さらに学活を行い、議論を重ねた末、「Ｂ案：男
女関係なく走力の高い２名選出」に決定しました。 
 また、２年生国語科「あったらいいな、こんなも
の」の公開授業も行いました。相手の考えを詳しく
聞き出そうと、質問の技を駆使しながらインタビュ
ーをする学習で、相手の気持ちを考えて話をしたり、
話を聞いたりする姿が見られました。 
 人権教育の目指す姿である、「自他の人権を守るた
めに、自己を見つめ、よく考え、主体的に行動する」
姿がたくさん見られた１日になりました。 

９年生学級活動 
「体育大会 

選抜リレー 
について」 

縦割り活動 
「結クラス 

トーク」 

２年生国語科 
「あったらいいな 

こんなもの」 

令和年度体育大会スローガン 

「開花 支える・高める・楽しむ」 
  

９月７日（土）の体育大会に向けて、結団式
を行い、実行委員長の神田陽葵さんから、スロ
ーガンの意義と事前取組としてあいさつや時
間、よいこと見つけを大切にしたいという思い
が語られました。 
実行委員長の話の後は、団の色決めです。格
段の声の大きさを競い、勝った団からクラッカ
ーを選択し、全校の前でひもをひいて色が決ま
ります。その結果、柴原颯佑さん率いるＡ団が
赤、脇坂吏輝さん率いるＢ団が白に決定しまし
た。 
そのあとは各団に分かれて団リーダーの決意
表明や団スローガン発表などを行い、団の団結
力を高めました。 
１１８人全員が主役となり、一人ひとりが“開
花”できるよう、日常活動から意識してつくり
あげていく令和６年度の体育大会がいよいよス
タートしました。 

白団スローガン 

赤団スローガン 
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【バレーボール】 
＊高山市大会 

（準優勝）男子バレーボール部 

  ９年 南 結斗 さん  白木 開士 さん  

  ８年 田中 輝里 さん 杉垣 丞太朗 さん 

  ７年 伊藤 千輝 さん 柴原 千嘉 さん 

     宮部 奏大 さん 森井 想太 さん 
 
＊飛騨地区大会 

７月２１日（日）飛騨高山ビッグアリーナ 

 

【野球】 
＊高山市大会 

（優 勝）松倉・国府・丹生川・白川合同チーム 

  ８年 宇田 光希 さん 大野 颯介 さん 

  ７年 新谷 純平 さん 
 

＊飛騨地区大会 

（予選リーグ１位通過） 
 

（決勝トーナメント） 

７月２０日（土）中山公園野球場 
 

部活動壮行会で学園の仲間の激励を受け
た生徒達。白川郷学園の名を背負い、それぞ
れの思いを胸にがんばっています。 

【柔道】 

＊高山市大会 
 （優 勝）８年 田  駿也 さん 
 
＊飛騨地区大会 

（準優勝）８年 田  駿也 さん 
 
＊岐阜県大会 

７月２０日（土）２１日（日）大垣市武道館 

 

【卓球】 
＊高山市大会 

 （１回戦突破）９年 堅田 結芽 さん 
 
＊飛騨地区大会 

（出 場）９年 堅田 結芽 さん 

      ９年 脇坂 吏輝 さん 

      ８年 宮丸 結奈 さん 

【陸上】 

＊岐阜県大会 
 女子走高跳 １４０cm 

 （第４位） ８年 松田 彩來 さん 

             →東海大会出場 

 男子 100m   １１秒７４ 

（第８位） ９年 柴原 颯佑 さん 
 
＊東海大会 

 ８月７日（水） 
三重県交通 G スポーツの杜伊勢陸上競技場 

 ８年生は、今年度白川村の広報係として、７
年間で学んだことをもとに、「白川村に必要な
広報とは」、「有効な広報の手段とは」というこ
とを学んでいます。 
その一環として、株式会社リトルクリエイテ
ィブセンターの津田成美さんをお招きし、広報
活動について取材や編集の内容を中心に学び
ました。実際に仲間に取材を行う活動では、話
を広げることの難しさを実感しながら、５Ｗ１
Ｈを意識した質問の大切さを学びました。 

 ７年生は、白川村のために働いている方の思
いを知り、今の自分にできることを考え行動で
きるよう、「担い手」について学んでいます。 
 今回は、坂本磨紀さんにキャンプ場や美容院
の経営についての思いを聞いたり、和田幾太郎
さんに外国の方との関わり方や釣りクラブの
講師としての思いなどを聞いたりして、担い手
の方の思いについて考えました。 
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日 曜 主な予定 
最終下校 部

活 前期 後期 

1 木    ○ 

2 金     

3 土     

4 日     

5 月    ○ 

6 火     

7 水     

8 木    〇 

9 金 観光大使 ６年  閉庁日    

10 土     

11 日 

月 

山の日    

12 月 振替休日    

13 火 閉庁日    

14 水 閉庁日    

15 木 閉庁日    

16 金 閉庁日    

17 土     

18 日     

19 月     

20 火 南砺平高等学校オープンスクール   〇 

21 水     

22 木    〇 

23 金    ○ 

24 土 高山西高等学校オープンスクール    

25 日 
高山西高等学校オープンスクール 
PTA環境整備作業 

   

26 月 
２学期始業式  

登校ふれあい週間（～３０） 

 

15:00 15:00 × 

27 火 実力テスト ７，８，９年 
1～3年 15:25 

4～６年 16:20 
16:20 × 

28 水 学費口座振替日 
1～2年 15:00 

3～６年 15:55 
15:55 × 

29 木  
1～3年 15:25 

4～６年 16:20 
16:20 × 

30 金  
1～3年 15:25 

4～６年 16:20 
16:20 × 

31 土     

 

７月４日（木）ＬＰ活動の時
間に、学校運営協議会地域活動
部長の南昌和さんが１年生と一
緒に強化週間を充実させるため
のアイディアを考えました。 

たくさん出てきたアイディ
アの中には、「あいさつキャン
ペーン」として、スタンプラリ
ーをやったらどうか？という
ものも出てきました。村民があ
いさつを通して一つになれた
ら素敵ですね。 

【第４６回少年の主張 

岐阜県大会飛騨地区審査会】 
（優秀賞） 

   ９年 宮部 千彩希 さん 

 ２日(月) 教育実習開始（～10/1） 

         ＳＣ来校 

         夏休み作品展（～９日） 

 ７日(土) 体育大会 

 ８日(日) 体育大会予備日① 

 ９日(月) 振替休業日 

         体育大会予備日② 

１２日(木) 高山研修 ８年  クラブ 

１３日(金) 高山研修 ８年 

１７日(月) 結クラスWEEK（～２０日） 

         登校ふれあい週間（～２０日） 

         スポーツテスト 前期課程 

１８日(火) スポーツテスト 後期課程 

２０日(金) 全校研究会 

２５日(月) 白川郷ふるさとウィーク 

２６日(火) 白川郷ふるさとウィーク 

３０日(月) 学費口座振替日 


